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二
○
○
八
年
一
○
月
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
し
て
、
日
本
社
会
に
も
大
き
な
変
化
が
起
き
た
。
そ
の
ひ
と
つ
の
現
象
と
し
て
、

書
店
で
は
、
駒
崎
弘
樹
、
山
口
絵
理
子
、
川
田
昇
、
古
野
隆
雄
、
湯
浅
誠
の
よ
う
な
社
会
企
業
家
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ

ー
）
の
自
伝
的
な
著
作
が
平
穣
み
で
並
ん
だ
。
遠
い
昔
、
書
店
に
は
、
未
解
決
の
社
会
問
題
に
挑
戦
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
家
の
著
作
が
並
ん

で
い
た
。
私
た
ち
は
、
反
戦
、
公
害
、
教
育
、
福
祉
、
人
樅
な
ど
に
関
す
る
、
切
れ
ば
血
の
出
る
よ
う
な
闘
い
の
著
作
を
送
り
出
し
て
い

た
。
そ
の
後
、
日
本
経
済
の
躍
進
の
中
で
日
本
式
経
営
者
の
自
信
満
々
の
著
作
が
溢
れ
る
よ
う
に
な
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
本
は
い
つ
の
間
に
か

隅
に
追
い
や
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
域
後
は
、
金
融
経
済
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
の
自
慢
あ
り
げ
な
金
儲
け
指
南
の
著
作
が
並
ん

だ
。
そ
れ
が
今
、
金
融
危
機
後
の
世
界
に
お
い
て
、
な
ぜ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
１
な
の
か
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
と
ソ
ー
シ
ル
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
（
江
橘
）

一
七

（
１
）
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス

グ
ロ

ｌ 
ノマ

ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス

江
橋

弩
示
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社ばスの企Ｃ始
△、が社Ｗ、業Ｓめ今ユミ

にＣＴｌｉ会Ｉｊ社Ｒる、
おＳ場で、会１ことい
いＲネ|：注今で勢子〈
てと会月後はいｉｎ'１つ
企ソのさ、何がしか
業｜外れ｜］がなての
もシ計’て水起いい企
取ヤにい社き・る業
I）ル成る会てこ・の
組・立のでいれそ関
tノビすかＣるはれ係
べジるにＳのなま者
きネもつＲかぜでは
課スのいが゜なを、
ｌｌＨはでて広日の無ひ
で別あの〈本か難そ
あ世つ関支の。にか
る界て心持Ｃ欧付に
との、をざＳ米き、
す事企強れＲで合Ｃ
れ象業め、にはえＳ
(エとのる多はＣばＲ
、いＣ必〈、Ｓ事は
そうＳ要の何Ｒ足一
れこ’〈が企ががり秘
はと１hＦあ業火まるの
Ｃに動るにけすとプ
Ｓなにと普てまいｌ
Ｒるは考及いすうム
にｏｌｌｌえしたメ子だ
とし稀ててのイ測力、
つか６いゆかンでら
てし役るく。スもＩＭＩ
６，割。に卜あ６
６１１ももこはりるな
係しなれ、’。〈
の、いがソムこ社
深ソＮ、１にう会
い’０６シなし＃ｊ
ＩｌｉシＯしヤつたに
象ヤ活、ルて予広
とル動ソ．い側ま
い・だ｜ビるをり

うビとシジと裏き
こジすヤネき付つ
とネるルスにけて
にスの・が、る空
ながでビな｜］よルリ
るＴｌＴあジぜ本う化
・場れネ今のにし

、

啓
発
す
る
書
籍
は
少
な
い
。

法
学
志
休
第
一
○
八
巻
鏑
百
万

一
八

（
１
）
 

二
一
世
紀
の
日
本
で
は
、
今
さ
ら
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
Ｃ
Ｓ
Ｒ
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
。
二
○
○
三
年
の
経
済
同
友
会
報
告
書
で
火
が
点

い
て
、
多
く
の
企
業
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
取
り
組
み
、
社
会
貢
献
報
告
轡
、
環
境
報
告
誹
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
杵
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
報
告
祥
が

（
２
）
 

〈
丁
で
は
一
千
社
以
上
の
企
業
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。
社
内
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
担
当
部
署
が
で
き
た
企
業
も
多
い
。
大
型
書
店
に
行
け
ば
、
新
入
社

ｕ
を
対
象
に
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
入
門
群
の
鮒
が
諜
棚
に
並
ん
で
い
る
。
だ
が
、
今
、
各
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
勅
を
染
め
て
細
介
し
て
社
会
に
向
け
て

（
２
）
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
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Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｃ
は
、
多
一
国
籍
企
業
が
国
連
と
盟
約
し
て
人
権
の
保
護
、
労
働
基
準
の
遵
守
、
環
境
の
保
全
、
腐
敗
の
防
止
を
重
視
す
る
経
営

を
行
う
よ
う
に
努
力
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
最
近
は
、
そ
れ
に
さ
ら
に
、
持
続
可
能
な
地
域
開
発
へ
の
協
力
と
、
平
和
構
築
へ
の
協

力
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
二
○
’
○
年
現
在
で
、
全
世
界
で
数
千
社
の
企
業
が
こ
れ
に
参
加
し
て
お
り
、
世
界
最
大
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に
な

っ
て
い
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｃ
は
、
さ
ら
に
、
「
責
任
投
資
原
則
」
（
Ｐ
Ｒ
－
）
、
「
責
任
経
営
教
育
原
則
」
（
Ｐ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
）
、
「
ミ
レ
ー
ー
ァ
ム
開
発
目

標
」
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
）
、
「
人
間
の
安
全
保
障
」
（
Ⅱ
Ｓ
）
な
ど
の
国
際
的
な
取
り
組
み
の
一
環
に
な
っ
て
お
り
、
気
候
変
動
、
水
資
源
管
理
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
、
腐
敗
防
止
活
動
な
ど
で
も
着
実
に
活
動
を
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｃ
の
活
動
は
企

業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
環
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
一
般
が
企
業
の
中
で
担
当
部
署
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
Ｕ

Ｎ
Ｇ
Ｃ
で
は
企
業
の
ト
ッ
プ
に
よ
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
あ
り
、
企
業
の
社
会
問
題
に
取
り
組
む
姿
勢
を
鮮
明
に
打
ち
出
す
こ
と
に
な
る

の
で
、
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
旗
印
と
な
り
う
る
も
の
で
も
あ
る
。

こ
う
し
た
国
述
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
（
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｃ
）
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
研
究
、
研
究
の
著
作
の
中
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て

い
る
の
か
と
い
う
と
、
一
般
的
に
は
、
こ
う
い
う
も
の
が
あ
る
と
い
う
程
度
の
紹
介
は
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
意
義
を
詳
細
に
説

（
３
）
 

明
し
た
り
、
社
会
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
り
す
る
著
作
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
私
は
、
以
前
か
ら
こ
の
こ
と
の
問
題
性
を
感
じ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
に
お
い
て
も
、
そ
れ
と
Ｕ

Ｎ
Ｇ
Ｃ
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
レ
ベ
ル
を
変
え
た
い
と
い
う
の
が
本
稿
の
目
的

と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
仏

検
討
の
対
象
と
し
た
い
。

の
一
つ
で
も
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
（
江
檎
）

本
稿
で
は
、
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
（
以
下
、
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｃ
）
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
関
係
に
つ
い
て
も

一

九
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水は吻なコソフ開達ネそ
柵ＵＩｊＵどミ第’エ発第先ルこと
はＮ、Ｎのユ三シアに二やギでこ

、ＧＭ：（）活二はヤト取は下１はる
ＵＣ会Ｃ動テ、ルしり、請、、で
Ｎの的とにイ社・’組社け代企、〃：

8M;ｌＮｔＷ８薑）'（Ｙ織蝿霊＃
とに．はIMI叉献べ地の事でネ営で
のもサ、む援活１域と業のルには第
関な’ここ活動シ再者へ環ギ社、￣
述つビのと動でヨ悶えソ境，会企Ｒ
をてスう、にあン発らｌ保の的業巻

念い、ちつ取るが’これシ讃ｈｌＦ公の節
耐る社のまり゜イ｜其]てヤやＩＩｌｉｌｉｃ－
ｌこの会第り組企メわいル人、Ｉｌｌｉｓ号
ｉｆで的－戦む業’るる・権女、Ｒ
きあＩｌｌと略と（よジ事・ビ侵性倫活
なる業策的考、さ業環ジ害の皿動
が。のこうえ径れ、境ネのkIl性（よ
らソ｜)Ｍのイら済てＳ配ス防)１１，、
ソ｜苑活ラオｌ力いへＲ虚－１上、環三
｜シを動ンて、るＪ１型へな隙境っ
シイ’意のソい組。フ商のど害配の
ヤル味内ｐろ織ア品ＩＩＹが者Ｍｉ次
ル・す容ピ゜力ン、り取のな元
・ビるが１金、ド隙組りルバどで
ビジも人が銭人な害み上１１１を語
ジネのいイ的間ど者でげ、ｌｍら
ネスでにメな力に．あらタトリれ
ス’よあか’文のよ高るれ｜到入て
をＵＩ）かジ暖大つ齢・る入れい
検Ｎ、わさ、きて者企このるる
肘Ｇ企りれ施な新支業とhl1こ・
すＣ業をて設集し援はが）１１と第
るとが侍いへ・積いの社多なが－
と関こつる２人で社商会いど老は
い連うて。付あ会品的。のえ、
う性しいなり的.ｉ噺ｉｎｉら企
諏がたるど、課サ品ノ１１れ業
題深Ｃとのそ題１．方ての
にいＳい提うにピサ針い経
1ｍとＲえ供し取ス１，る営
りい活る、たりのビあ゜活
組え勅。社経組開スる１発動
んるをと内営む発、い葉の

罫ｔ＃＆艫屋鷲’〈Ｍｌｉ５
たたす第術を、．的部理方
いがるこの便つツＩｌｉ［Y】、で
。つこのIliIくつ､まア業の省あ
てと活川てり１の洲エる

０ 
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一
九
八
○
年
代
以
降
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
論
が
顕
著
に
発
達
し
た
。
そ
れ
は
、
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
勅
の
そ
と
に
、
そ
れ
と
は
別
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
社
会
問
題
へ
の
経
営
的
な
収
組
み
と
い
う
ひ
と
つ
の
類
型
を
見
出
す
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
っ
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
社
会
問
題
に
対
応
す
る
従
来
の
福
祉
・
慈
善
型
の
活
動
か
ら
、
経
営
と
し
て
の
合
理
性
を
持
っ
た
事
業
型
の
活
動
へ

と
転
身
す
る
か
、
あ
る
い
は
事
業
型
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
新
規
に
立
ち
上
が
る
の
で
あ
る
が
、
経
営
的
な
取
り
組
み
と
い
っ
て
も
、
そ
の
活
動

で
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
、
と
く
に
関
係
者
や
出
資
者
に
配
当
を
提
供
す
る
こ
と
が
法
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
で
は
、

起
業
に
求
め
ら
れ
る
資
金
計
画
、
自
己
資
金
の
調
達
は
不
十
分
な
ま
ま
で
も
小
規
模
に
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
が
ち
で
あ
る
し
、
活
動
は
、

資
本
を
投
下
し
て
市
場
の
内
部
で
展
開
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
資
本
投
下
抜
き
に
行
政
当
局
の
福
祉
な
ど
に
当
て
ら
れ
る
予
算
を

契
約
ベ
ー
ス
で
、
あ
る
い
は
補
助
金
ベ
ー
ス
で
鰹
得
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
た
し
か
に
、
企
業
の
経
営
活
勅
と
は
異
な

（
６
）
 

る
タ
イ
プ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
論
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
と
呼
応
し
て
、
一
九
九
○
年
代
に
は
、
イ
タ
リ
ア
を
発
祥
の
地

と
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ァ
ー
ム
論
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
社
会
的
な
事
業
に
取
り
組
む
企
業
体
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
論
と
類
似
し
て
い
る
が
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
カ
ラ
ー
は
薄
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
合
理
性
が
い
っ
そ
う
強
調
さ

れ
る
。 （
３
）
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
論
の
台
頭

一
方
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
論
が
異
な
っ
た
発
展
を
遂
げ
た
。
こ
こ
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
タ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
（
江
橋
）

一
一
一
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法
学
志
林
第
一
○
八
巻
第
一
号

一一一一

プ
ラ
イ
ズ
は
、
社
会
問
題
に
取
り
組
む
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
社
会
性
、
公
益
性
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
利
益
を
追
求
す
る
企
業
活
動
で
あ
っ
て
も
、

利
益
を
追
求
し
な
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
ど
ち
ら
で
も
よ
く
、
ま
た
、
経
営
的
な
手
法
で
あ
っ
て
も
、
非
経
営
的
な
手
法
で

あ
っ
て
も
問
題
に
は
さ
れ
な
い
。
社
会
的
事
業
で
経
営
体
が
利
益
を
上
げ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。
い
や
、
む
し
ろ
、
最
低
限
の
収
益
性

が
確
保
さ
れ
て
出
資
者
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
が
、
活
動
の
拡
大
と
継
続
性
を
担
保
す
る
要
素
と
し
て
評
価
さ
れ
、
慈
善
型
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の

違
い
と
し
て
強
調
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
立
し
た
資
本
の
調
達
が
必
要
で
あ
り
、
小
規
模
な
起
業
の
た
め
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
、
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
経
営
合
理
性
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
一
言
葉
も
広
く
流
通
し
た
。

（
７
）
 

（
８
）
 

こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
論
で
は
、
社
会
起
業
家
（
の
。
Ｃ
厨
一
回
ロ
ゴ
の
頁
８
２
『
）
の
存
在
が
鍵
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
世
界
に
は
い
く
つ
も
の
社
会
起
業
家
支
援
組
織
が
あ
る
が
、
シ
、
■
○
百
自
目
・
く
ｇ
ｏ
厨
崗
・
門
吾
・
で
：
一
周
は
、
’
九
八
一
年
に
イ

ン
ド
の
体
験
型
環
境
教
育
を
考
案
し
て
推
進
し
た
小
学
校
教
師
を
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
認
定
し
て
支
援
し
始
め
た
と
こ
ろ
に
始
ま
り
、
と
く

に
南
の
国
々
で
二
○
○
○
人
の
社
会
起
業
家
を
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
認
定
し
て
支
援
し
て
い
る
財
団
で
あ
る
が
、
こ
の
シ
：
○
百
財
団
が

フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
認
定
す
る
際
に
は
、
社
会
起
業
家
と
は
、
第
一
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
定
と
解
決
策
の
提
示
が
独
創
的
で
あ
り
、
第
二
に

起
業
に
必
要
な
経
営
者
の
セ
ン
ス
を
持
っ
て
お
り
、
第
三
に
強
い
倫
理
観
を
も
っ
て
お
り
、
第
四
に
、
そ
の
活
動
に
よ
っ
て
社
会
に
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
う
る
と
い
う
要
素
を
持
っ
た
人
々
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
と
く
に
、
最
初
は
資
本
の
大
き
さ
の
限
界
か
ら
小
規
模

で
始
ま
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
斬
新
な
発
想
は
社
会
的
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
て
い
て
、
活
動
が
広
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
よ
う
な
も

の
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
業
の
発
展
が
収
益
を
高
め
て
出
資
者
へ
の
還
元
も
容
易
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う

し
た
経
営
を
成
功
さ
せ
た
社
会
起
業
家
に
は
、
社
会
的
な
注
目
が
集
ま
る
。
シ
島
・
恵
財
団
の
ほ
か
に
も
、
、
丙
○
一
一
財
団
、
の
８
弓
：
財
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一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
こ
う
し
た
派
手
な
社
会
起
業
家
と
い
う
人
が
注
目
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
草
の
根
の
レ
ベ
ル
で
実
直
に
社

会
問
題
に
対
応
す
る
社
会
的
企
業
と
い
う
組
織
が
評
価
さ
れ
る
。
歴
史
的
に
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
一
九
九
一
年
に
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て

社
会
的
協
業
耶
業
を
行
う
組
織
に
側
す
る
法
鰍
が
制
定
さ
れ
て
、
サ
ー
ド
・
セ
ク
タ
ー
論
に
実
在
の
根
拠
が
形
成
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
フ
ァ
ー
ム
論
が
本
格
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
議
論
で
は
、
た
と
え
ば
Ｅ
Ｕ
加
盟
各

国
の
研
究
者
が
染
ま
っ
て
形
成
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
的
企
業
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
回
巨
回
の
回
目
・
ロ
の
９
ｍ
の
⑪
の
日
ｓ
ｏ
の
貝
の
Ｈ
）
の

（
９
）
 

報
上
山
譜
で
は
、
社
会
的
起
業
は
、
五
つ
の
社
会
的
な
基
準
、
四
つ
の
経
済
的
な
基
準
を
満
た
す
も
の
と
し
て
意
義
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
巾
に
は
、
社
会
的
基
準
と
し
て
利
益
配
分
の
禁
止
な
い
し
制
限
が
、
ま
た
、
経
済
的
な
基
準
と
し
て
、
政
府
や
営
利
企
業
の
不
介
入
、

ス
タ
ッ
フ
は
有
給
で
あ
る
が
無
給
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
る
経
営
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
優
れ
た

起
業
家
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
評
川
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
組
織
迎
営
の
民
主
性
と
組
織
財
政
の
透
明
性
を
実
行
す
る
リ
ー
ダ
ー
が
求
め

グ
⑪
Ｉ
パ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
（
江
鵬
）

一一一一一

こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
型
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
論
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
論
で
は
、
社
会
的
課
題
に
取
り
組
む
企

業
活
釛
は
社
会
的
起
業
と
認
め
ら
れ
る
。
大
企
業
が
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
し
て
、
本
来
の
活
動
と
は
別
に
、
新
た
に
社
会
問
題
へ
の

先
進
的
な
取
組
み
を
お
こ
な
う
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
本
来
的
な
活
動
や
そ
の
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
広
報
活
動
、
社

会
貢
献
活
動
で
あ
れ
ば
別
で
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
社
会
的
課
題
へ
の
収
組
み
が
独
立
し
て
Ｈ
的
と
な
っ
て
い
て
経
営
合
理
性
を
持

っ
て
歴
開
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
ま
た
社
会
的
起
業
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
虹
な
り
合
う

川
な
ど
の
中
間
組
織
は
こ
う
し
た
優
れ
た
社
会
起
業
家
を
表
彰
し
、
報
奨
す
る
こ
と
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
取
組
み
を
促
進
し

●
よ
う
と
す
る
。

こ
と
に
な
る
。

Hosei University Repository



法
学
志
林
第
一
○
八
巻
第
一
号

二
四

ら
れ
大
。
こ
う
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
論
で
は
、
企
業
活
動
が
そ
も
そ
も
除
外
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、
企
業
の
社
会
的
責
伍
的
継
営
を
意
味
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は
別
世
界
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
川
）

こ
う
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
論
に
密
接
に
関
わ
る
の
が
、
Ｂ
Ｏ
Ｐ
（
ボ
ト
ム
・
オ
ブ
・
ザ
・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
）
商
法
と

い
わ
れ
る
、
世
界
で
四
○
億
人
と
い
わ
れ
る
一
川
二
ド
ル
以
下
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
々
を
対
象
と
す
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

開
発
で
あ
る
。
Ｂ
Ｏ
Ｐ
商
法
そ
の
も
の
は
、
低
所
得
者
刷
で
の
薄
利
多
売
戦
略
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
提
供
さ
れ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
低

所
得
者
層
に
お
け
る
社
会
問
題
の
解
決
に
尽
く
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
企
業
活
動
の
展
開
に
お
い
て
、
低
所
得
者
層
の
人
々
を
巻
き
込

み
、
凧
川
し
、
あ
る
い
は
マ
イ
ク
ロ
，
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
よ
っ
て
筒
金
を
提
供
し
て
起
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
社
会
問

題
の
解
決
に
役
立
つ
新
商
品
を
低
価
格
で
低
所
得
者
層
に
売
り
込
む
た
め
に
、
企
業
は
、
社
会
問
題
の
啓
発
、
製
品
の
有
用
性
の
広
報
、

販
売
網
の
形
成
な
ど
も
含
め
た
総
合
的
な
戦
略
を
立
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
た
と
え
ば
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
グ
ラ
、
、
、
ン
銀
行
が
農
村

地
域
の
女
性
に
撫
帯
電
話
を
与
え
て
公
衆
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
経
営
者
と
し
て
自
立
を
促
進
し
た
よ
う
に
、
あ
る
い
は
、
ユ
ニ
リ
ー
バ
が
石

鹸
使
用
に
よ
る
除
菌
の
意
義
を
学
校
教
育
で
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
こ
と
か
ら
親
の
世
代
へ
の
普
及
を
確
保
し
た
よ
う
に
、
Ｂ
Ｏ
Ｐ
商
法

は
地
域
の
抱
え
て
い
る
問
題
に
取
り
組
む
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
色
彩
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

（
Ⅲ
）
 

も
う
ひ
と
つ
は
、
社
会
的
責
任
投
資
（
Ｓ
Ｒ
－
）
で
あ
る
。
欧
米
で
は
、
佃
人
投
資
家
が
「
意
肌
あ
る
お
金
」
を
、
社
△
室
投
資
活
動
を

甑
視
す
る
特
定
の
金
融
機
関
に
繭
余
し
て
、
そ
れ
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
事
業
に
投
資
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
市
民
版
の
金
融
機
関
も
公
認
さ
れ
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ト
リ
オ
ド
ス
銀
行
の
よ
う
に
安
定
し
た
経
営
基
盤
を
構
築
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
展
開
さ
れ
る
の
が
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
あ
る
い
は
マ
イ
ク
ロ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
あ
り
、
こ
う
し
た
少
航
の
融
資
、
投
溢
に
よ
っ
て
萌
芽
期
の
社
会
企
業
で
あ
っ

て
も
財
政
計
画
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
金
融
経
済
に
お
け
る
社
会
事
業
に
対
す
る
配
慮
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
つ
と
に
強
調
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日
本
で
は
、
一
九
九
○
年
代
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
流
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
論
が
流
入
し
て
き
て
お
り
、
生
協
な
ど
の
脇

（
Ⅱ
）
 

業
組
織
が
検
討
を
深
め
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
九
○
年
代
末
期
の
社
会
福
祉
の
基
礎
構
造
改
革
に
お
い
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
ソ
ー
シ
ャ

（
旧
）

ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
に
影
響
さ
れ
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
軍
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
一
一
世
紀

に
は
い
る
と
、
一
九
九
八
年
に
成
立
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
も
と
で
法
人
格
を
取
得
し
た
多
く
の
団
体
が
、
行
政
か
ら
の
委
託
料
な
い
し
補
助

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
（
江
櫨
）

二
八

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
連
が
二
○
○
五
年
を
国
際
マ
イ
ク
ロ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
年
と
し
た
こ
と
と
、
こ
の
世
界
で
の
世
界
的
な
リ
ー
ダ

（
旧
×
旧
）

ｌ
で
あ
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
の
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
が
ノ
ー
ベ
ル
批
を
受
桃
し
た
こ
と
、
国
迎
が
武
征
投
資
原
則
（
Ｐ

Ｒ
－
）
を
定
め
て
、
環
境
（
Ｒ
）
、
社
会
問
題
（
Ｓ
）
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
Ｇ
）
の
配
慮
が
投
資
の
行
動
原
則
と
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
に
対
す
る
融
資
、
投
資
の
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
化
も
進
む
よ
う
に
な
っ
た
。
今
で
は
、
Ｓ
Ｒ
－

の
多
く
は
機
関
投
資
家
に
よ
っ
て
述
川
さ
れ
て
お
り
、
扱
わ
れ
る
金
額
も
八
兆
米
ド
ル
を
超
え
る
巨
大
な
し
の
に
な
っ
て
い
る
。
金
融
経

済
に
お
い
て
は
Ｓ
Ｒ
１
の
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
化
と
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
の
Ｓ
Ｒ
－
化
が
同
時
並
行
的
に
生
じ
て
お
り
、

ま
た
、
か
っ
て
は
受
託
者
責
任
と
Ｅ
Ｓ
Ｇ
配
慰
は
矛
盾
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
に
、
今
で
は
両
者
は
一
致
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
金
融
機
関
な
ど
、
持
続
可
能
な
地
域
開
発
と
の
連
動
も

進
ん
で
い
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
こ
う
し
た
金
融
経
済
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
巡
腰
に
よ
っ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
て
進
肢
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

（
４
）
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
論
の
日
本
的
な
展
開
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そ
れ
で
は
、
日
本
に
お
い
て
、
広
義
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、
つ
ま
り
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
定
着
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
前
提
と
し
て
、
そ
も
そ
も
日
本
社
会
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
定
溌
の
問
題
で
あ
る
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
近
い
言
葉
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
由
来
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。

こ
の
ほ
か
に
、
日
本
で
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
、
企
業
に
お
け
る
「
本
業
を
通
じ
た
○
○
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
と
く
に
、

「
本
業
を
通
じ
た
社
会
貢
献
」
「
本
業
を
通
じ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
吻
」
「
本
業
を
通
じ
た
社
会
問
題
へ
の
取
り
組
み
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
Ⅲ
い

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
で
は
、
共
通
し
て
、
そ
の
企
業
の
持
っ
て
い
る
企
画
開
発
力
、
製
造
技
術
な
ど
の
活
用
が
語
ら
れ
て
い
る
。

「
本
業
を
通
じ
た
社
会
貢
献
」
と
は
、
例
え
ば
電
機
メ
ー
カ
ー
の
ソ
ニ
ー
が
、
そ
の
本
業
で
開
発
し
た
大
画
面
テ
レ
ビ
を
ア
フ
リ
カ
の

僻
地
に
提
供
し
て
、
無
料
で
サ
ッ
カ
ー
の
国
際
試
合
を
見
せ
る
と
と
も
に
放
映
の
合
間
に
エ
イ
ズ
予
防
の
広
告
を
入
れ
る
こ
と
で
ア
フ
リ

カ
の
エ
イ
ズ
対
策
に
貢
献
す
る
よ
う
な
活
動
で
あ
る
。

法
学
志
休
鋪
一
○
八
巻
第
一
号

一一一ハ

金
に
よ
っ
て
福
祉
、
介
護
な
ど
の
仕
事
の
下
請
け
を
行
う
こ
と
が
急
激
に
増
え
た
。
そ
こ
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
社
会
的
起
業
の
社
会
的

な
埜
単
や
経
済
的
な
基
準
と
さ
れ
て
い
た
内
容
を
実
行
す
る
こ
と
よ
り
も
、
行
政
の
下
諭
け
仕
事
で
利
益
を
あ
げ
て
団
体
の
迎
営
曲
や
リ

ー
ダ
ー
の
人
件
費
を
捻
出
し
よ
う
と
す
る
動
機
が
強
か
っ
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
モ
デ
ル
に
学
ん
で
本
格
的
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る

（
脇
）

動
き
が
出
て
き
た
。
と
く
に
、
二
○
○
七
年
の
福
田
康
夫
内
閣
は
、
安
心
・
安
全
を
政
策
の
重
点
と
し
て
、
環
境
、
消
費
者
保
謹
、
社
〈
雪

的
責
任
経
営
と
な
ら
ん
で
社
会
的
起
業
に
も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
、
研
究
を
進
め
た
。
そ
の
成
果
は
、
二
○
○
九
年
ま
で
に
ま
と
め
ら

（
Ⅳ
）
 

れ
て
い
る
。
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こ
れ
は
、
国
際
社
会
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
国
連
が
主
導
し
た
ミ
レ
ニ
ァ
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
）
の
場
合
の
よ
う
に
、
ま
ず
、
社

会
問
題
の
大
き
さ
、
深
刻
さ
へ
の
認
識
が
あ
り
、
そ
れ
を
い
つ
ま
で
に
ど
こ
ま
で
解
決
す
る
の
か
と
い
う
目
標
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
の
対

処
に
向
け
て
進
め
ら
れ
る
協
力
の
中
に
自
ら
の
貢
献
を
位
悩
づ
け
て
展
開
す
る
と
い
う
活
動
に
比
べ
る
と
、
散
発
的
で
あ
り
、
部
分
的
で

グ
ロ
ー
バ
ル
。
コ
ン
パ
ク
ト
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
’
ビ
ジ
ネ
ス
（
江
橋
）

二
七

「
本
業
を
通
じ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
」
と
は
、
そ
の
企
業
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
社
会
問
題
に
対
応
し
て
い
る
と
い
う
味
付
け
を

す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
時
々
に
社
会
で
問
題
視
さ
れ
て
い
る
、
公
害
対
錐
、
貧
困
対
処
、
畷
境
配
慰
な
ど
の
色
彩
を
帯
び
た
製
品
や
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
飲
料
水
メ
ー
カ
ー
の
ボ
ル
ビ
ッ
ク
や
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
の
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
が
、
売
り
上

げ
の
一
部
を
ア
フ
リ
カ
の
飲
料
水
提
供
や
、
環
境
保
全
の
活
動
に
提
供
す
る
と
大
々
的
に
広
報
し
て
そ
の
売
り
上
げ
を
一
挙
に
増
大
さ
せ

て
、
利
硫
の
拡
大
を
図
る
こ
と
も
あ
る
し
、
自
助
噸
メ
ー
カ
ー
が
机
次
い
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
巾
、
咽
気
、
鋤
耶
の
販
売
を
地
球
環
境
の

貢
献
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
企
業
活
動
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
よ
り
は
、
ソ
ー
シ
ャ

ラ
イ
ズ
ド
・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
呼
ぶ
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
も
の
は
、
本

来
的
に
社
会
的
効
川
の
高
い
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
が
企
業
の
水
来
的
な
活
肋
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
「
本
業
を
通
じ
た
社
会
問
題
へ
の
取
り
組
み
」
と
い
う
場
合
は
、
社
会
問
題
の
発
見
と
そ
れ
へ
の
対
処
が
本
来
的
な
目
的
に
な

っ
て
い
て
、
そ
れ
に
向
け
て
企
業
の
保
有
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
力
が
動
員
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
日
本
の
企
業
で
は
、
何
ら
か

の
き
っ
か
け
で
た
ま
た
ま
社
会
問
題
の
現
場
に
遭
遇
し
て
、
そ
こ
で
発
見
し
た
問
題
へ
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
社
会
問
題
へ
の
取
り

組
み
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
れ
は
多
一
分
に
偶
発
的
な
現
象
で
あ
り
、
企
業
が
そ
の
生
存
を
か
け
て
本
格
的
に
取
り
組
む
と
い
う
よ
り
は
、

経
営
の
余
力
で
、
ど
う
で
も
い
い
よ
う
な
少
額
の
経
世
を
負
担
し
て
行
う
、
経
営
者
の
道
楽
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
終
始
す
る
こ
と
に

な
る
。
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経
産
省
の
最
近
の
統
計
数
値
で
は
、
日
本
に
は
五
万
六
千
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
万
四
千
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
、
実
感
に
は
ほ
ど
遠
い
。
二
○
○
九
年
に
『
月
刊
ダ
イ
ャ
モ
ン

（
旧
）

ド
』
誌
が
特
集
し
た
「
日
本
の
社
会
起
業
家
全
仕
事
」
は
二
七
名
の
社
会
起
業
家
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
実
際
に
そ
う
い
》
え
る
の
は
、

病
児
保
育
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
を
立
ち
上
げ
た
駒
崎
弘
樹
、
ジ
ュ
ー
ト
狐
バ
ッ
グ
の
マ
ザ
ー
ハ
ウ
ス
を
立
ち
上
げ
た
山
口
絵
理
子
、
知
的
障

害
者
に
よ
る
ワ
イ
ン
作
り
の
コ
コ
・
フ
ァ
ー
ム
・
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
立
ち
上
げ
た
川
川
昇
、
合
鴨
農
法
の
古
野
農
場
の
古
野
隆
雄
、
ス
リ
ラ

ン
カ
で
の
象
糞
紙
生
産
の
ミ
チ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
立
ち
上
げ
た
植
川
紘
栄
志
、
森
林
酩
農
の
ア
ミ
タ
の
熊
野
英
介
し
か
お
ら
ず
、
そ

の
企
業
の
売
り
上
げ
が
一
億
円
以
上
と
い
う
条
件
を
つ
け
れ
ば
、
売
上
高
川
八
億
円
と
突
出
し
て
い
る
ア
ミ
タ
だ
け
し
か
残
ら
な
い
。
一

般
に
日
本
の
大
企
業
は
、
市
場
規
模
が
一
○
億
円
以
下
の
も
の
に
は
手
を
出
さ
な
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
社
会
的
起
業
で
あ
っ
て
も
、
例

外
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
日
本
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
で
企
業
活
動
と
呼
べ
る
ス
ケ
ー
ル
に
述
し
て
い
る
ほ
ど
の
も
の
は
ま
だ

少
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
、
日
本
社
会
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
で
規
模
感
の
あ
る
大
き
さ
に
ま
で
育
っ
た
も
の
が
少
な
い
こ
と
と
大
き
く

関
わ
る
の
が
、
社
会
的
責
任
投
資
（
Ｓ
Ｒ
－
）
や
、
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
未
成
熟
で
あ
る
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
当
初
は
小
規
模
な
も
の
と
し
て
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
、
こ
の
段
階
の
活
動
に
対
す
る
投
資
、

あ
る
。

（
５
）
社
会
責
任
投
資
と
地
域
開
発
金
融

法
学
志
休
鞆
一
○
八
巻
筑
一
弓

_ロ

一

八
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融
資
の
シ
ス
テ
ム
が
社
会
全
体
に
欠
け
て
い
て
、
立
ち
上
げ
ｎ
体
が
困
難
に
な
る
か
、
あ
る
い
は
、
財
政
計
画
が
不
完
全
な
ま
ま
で
個
人

の
善
意
頼
り
で
出
発
し
て
し
ま
う
例
が
多
い
。
活
動
の
資
金
調
達
の
め
ど
が
立
た
な
く
て
、
最
初
か
ら
行
政
の
委
託
料
、
補
助
金
が
目
当

て
で
立
ち
上
が
る
も
の
も
数
多
い
。

一
九
九
○
年
代
以
降
、
た
と
え
ば
意
思
あ
る
市
民
が
一
人
一
口
三
○
万
円
と
い
う
単
位
で
金
銭
を
出
資
し
て
、
そ
れ
が
三
○
○
人
、
五

○
○
人
と
い
う
規
模
で
染
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
億
円
、
二
億
円
の
資
金
に
な
り
、
そ
れ
を
元
手
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
と

い
う
市
民
の
川
資
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
・
フ
ァ
ン
ド
の
事
例
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
高
齢
者
の
共
同
生
析
の
場
を
作
ろ
う
と
す
れ
ば
、
数
億
川

の
資
金
が
必
要
で
あ
る
。
市
民
の
出
資
で
あ
れ
ば
、
出
資
の
見
返
り
は
、
将
来
自
分
が
高
齢
背
に
な
っ
て
共
同
生
活
を
求
め
る
と
き
に
、

優
先
的
な
入
居
に
配
慮
す
る
と
い
う
約
束
だ
け
で
あ
る
。
出
資
し
た
元
金
は
一
応
い
つ
で
も
返
金
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
。
だ

が
、
こ
う
い
う
立
ち
上
げ
の
仕
方
は
ご
く
稀
で
、
多
く
の
場
合
は
行
政
か
ら
の
補
助
金
、
委
託
料
狙
い
で
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

残
念
な
こ
と
に
、
日
本
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
出
資
す
る
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
市
民
の
零
細
な
資
金
需
要
に
応

じ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
既
成
の
金
融
機
関
を
保
護
す
る
た
め
に
、
新
規
の

小
川
桃
金
触
機
関
の
設
立
は
述
法
と
さ
れ
て
き
た
。
市
民
金
融
機
関
の
投
慨
の
迎
釛
は
各
地
で
起
き
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
金
融
機
関
で

は
な
く
サ
ラ
金
並
み
の
貸
金
業
と
し
て
扱
わ
れ
て
、
設
立
に
厳
し
い
制
限
を
受
け
、
活
動
に
対
す
る
規
制
も
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

（
旧
）

も
う
一
つ
、
日
本
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
、
不
ス
を
抑
え
て
き
た
の
が
、
地
域
開
発
金
融
と
い
う
考
え
方
の
不
足
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
金
融
機
関
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
発
達
し
て
お
り
、
そ
の
根
底
に
は
、
一
九
七
○
年
代
に
成
立
し
、
八
九
年
に
改

訂
さ
れ
た
た
地
域
再
投
資
法
（
Ｃ
Ｒ
Ａ
）
が
あ
る
。
日
本
に
は
、
こ
う
し
た
法
的
な
枠
組
み
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
岐
近
の
金
融
商

品
取
引
法
や
改
正
貸
金
業
規
正
法
な
ど
に
よ
り
、
貸
金
業
の
免
許
更
新
、
純
資
産
額
や
免
許
料
の
引
き
上
げ
な
ど
、
市
民
版
の
金
融
や
コ

グ
Ｕ
Ｉ
パ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
（
江
橘
）

二
九
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日
本
で
は
、
な
ぜ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
が
低
調
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
、
今
後
調
査
、
研
究
す
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
り
、
今
、

十
全
な
回
答
が
用
意
で
き
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
こ
で
は
、
三
点
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第
一
は
、
Ｓ
Ｒ
－
の
不
限
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
今
、
世
界
で
は
、
金
融
経
済
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
振
興
が
課
題
に
な
っ

（
別
）

（
理
）

て
お
り
、
そ
の
中
心
的
な
課
題
と
し
て
Ｓ
Ｒ
－
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
で
は
、
Ｓ
Ｒ
ｌ
は
不
振
で
あ
り
、
と

く
に
二
○
○
八
年
一
○
月
の
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
と
で
は
、
環
境
に
関
わ
る
エ
コ
投
資
は
増
え
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
社
会
的
責
任
投
資
の

（
鋤
）

（
郷
）

投
資
残
額
は
減
少
し
て
い
る
。
も
う
一
点
、
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ
ァ
イ

（
海
）

ナ
ン
ス
が
不
振
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
日
本
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
金
融
経
済
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
の
で
あ
る
。

法
学
志
休
鋤
一
○
八
巻
姉
一
号

三
○

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
金
融
機
関
な
ど
の
障
害
は
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
欧
米
の
そ
れ
と
方
向
性
が
違
っ
て
お
り
、
日
本
に
お

け
る
Ｓ
Ｒ
ｌ
の
支
援
シ
ス
テ
ム
の
不
在
を
際
立
た
せ
て
い
る
と
い
え
る
。
ご
く
般
近
に
な
っ
て
、
内
閣
に
お
い
て
も
地
域
密
着
型
金
融
シ

（
即
）

ス
テ
ム
の
研
究
が
始
ま
っ
た
が
、
新
政
権
の
も
と
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
抜
本
的
な
方
向
転
換
が
強
く
望
ま
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
う
い
う
社
会
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
当
事
者
に
も
、
経
営
感
覚
の
欠
落
を
生
じ
さ
せ
る

（
６
）
日
本
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
問
題
性
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こ
と
が
少
な
く
な
い
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
望
ま
し
い
リ
ー
ダ
ー
は
、
政
治
的
に
う
ま
く
立
ち
回
っ
て
行
政
と
の
良
好
な
関
係
を

柵
築
で
き
る
人
物
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
は
直
接
に
Ｓ
Ｒ
ｌ
に
か
か
わ
る
こ
と
で
は
な
い
の
だ
が
、
今
日
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
含
め
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
が

高
揚
し
き
れ
な
い
大
き
な
理
由
の
一
つ
が
、
現
在
の
企
業
に
お
け
る
異
常
に
大
き
な
内
部
留
保
に
あ
る
。
元
来
、
日
本
の
企
業
は
数
パ
ー

セ
ン
ト
の
内
部
翻
保
で
経
営
に
あ
た
っ
て
お
り
、
一
九
九
○
年
以
降
の
経
済
危
機
の
時
期
で
も
一
○
パ
ー
セ
ン
ト
台
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が

こ
の
数
年
間
に
急
燗
し
、
今
で
は
倍
蝋
し
て
四
三
○
兆
円
に
達
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

ト
ヨ
タ
が
一
○
兆
円
を
超
え
る
内
部
捌
保
を
持
ち
な
が
ら
解
雁
や
工
場
閉
鎖
を
行
っ
た
こ
と
へ
の
批
判
が
あ
る
。
経
済
界
の
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
日
本
経
川
述
会
長
の
川
身
企
業
で
あ
る
キ
ャ
ノ
ン
へ
の
批
判
も
強
い
。
政
府
が
数
十
兆
円
の
公
的
資
金
を
注
入
し
て
い
る
と
き
に
、

企
業
が
百
兆
円
以
上
の
ヘ
ソ
ク
リ
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
は
、
緊
急
経
済
対
策
の
効
果
も
上
が
ら
な
い
し
、
企
業
の
社
会
的
責
任
の

在
り
方
が
問
い
直
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。
こ
う
い
う
過
大
な
内
部
留
保
を
従
業
員
の
給
料
や
社
会
事
業
に
放
出
す
る
こ
と
が
日
本
の
企

梁
に
求
め
ら
れ
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
い
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
振
り
向
け
れ
ば
大
き
な

意
義
の
あ
る
活
動
が
展
開
で
き
る
と
い
う
意
味
で
、
日
本
の
Ｓ
Ｒ
－
の
不
振
の
一
因
と
も
い
え
よ
う
。

第
二
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に
お
け
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
不
足
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
企
業
が
社
会
問
題
に
取
り
組
め
ば
即
ち
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
釛
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
担
当
者
は
、
ほ
ぼ
い
っ
せ
い
に
、
日
本
社
会
で
す
で
に
社
会
問
題
と
し
て
の

地
位
が
確
立
し
て
い
る
既
存
の
問
題
、
た
と
え
ば
環
境
保
全
や
ゴ
ミ
処
理
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
負
荷
の
軽
減
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
も
の
は
、
本
来
は
、
眼
の
前
の
社
会
に
大
き
な
問
題
が
あ
っ
て
、
し
か
も

そ
れ
へ
の
収
組
み
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
き
に
、
や
む
を
え
ず
に
、
小
さ
な
力
で
あ
っ
て
も
取
組
み
を
始
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
（
江
僑
）

一一一一
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も
う
一
点
、
日
本
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
迫
力
が
足
り
な
い
の
は
、
企
業
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に
お
け
る
規
模
の

確
保
と
い
う
課
題
意
識
が
希
薄
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
日
本
企
業
の
好
む
社
会
貢
献
活
動
を
見
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
は
、
百
万
円

台
、
千
万
円
台
の
貢
献
活
動
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
企
業
が
数
億
円
の
規
模
で
社
会
的
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
は
少
な
い
。

他
方
で
、
企
業
は
、
自
社
の
広
報
活
動
と
し
て
は
数
億
円
、
数
十
億
円
を
投
じ
て
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
支
出
し
て
い
る
。
Ｆ
１

へ
の
取
り
組
み
な
ど
で
は
百
億
円
単
位
の
お
金
が
動
い
て
い
た
。

今
、
日
本
企
業
は
社
会
的
瓢
業
に
取
り
組
も
う
と
い
う
意
欲
を
持
っ
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
ア
フ
リ
カ
の
ど
こ
か
の
国
で
病
院
作
り

に
協
力
し
た
と
か
、
ア
ジ
ア
の
肪
同
で
学
校
を
建
設
し
た
と
か
い
う
よ
う
な
百
万
円
台
、
千
万
川
合
の
椚
動
で
あ
る
。
年
間
の
売
上
数
千

億
Ｎ
の
企
業
が
こ
の
よ
う
な
規
模
で
の
社
会
的
耶
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
響
で
公
表
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
日
本
の
企

業
に
は
も
っ
と
、
自
分
の
事
業
規
模
に
見
合
っ
た
大
き
さ
の
社
会
事
業
に
取
り
組
む
と
い
う
責
任
感
と
規
模
に
関
す
る
感
覚
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
う
。

法
学
志
休
第
一
○
八
巻
第
一
号

一一一一一

社
会
の
変
革
を
求
め
る
強
い
意
士
心
が
あ
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
が
社
会
に
衝
鹸
を
与
え
て
大
き
く
広
が
る
に
は
、
起
業
家
の
ほ
う

に
、
職
か
な
社
会
的
な
正
義
感
や
イ
ノ
ベ
イ
テ
ィ
プ
な
経
営
者
の
感
性
、
さ
ら
に
自
分
に
対
す
る
商
い
倫
理
的
な
要
求
な
ど
の
特
性
と
と

も
に
、
社
会
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。
欧
米
で
は
、
こ
う
し
た
、
社
会
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
力
が
評
価
の
対
象

に
な
っ
て
い
る
が
、
ｎ
本
で
は
、
む
し
ろ
、
対
象
者
に
対
す
る
優
し
い
ま
な
ざ
し
と
か
共
感
力
が
評
価
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
川
本
で
は
、

地
域
に
お
け
る
桶
祉
の
活
動
な
ど
を
実
施
に
行
っ
て
い
る
が
、
社
会
に
対
し
て
は
な
ん
ら
問
題
提
起
を
し
て
い
な
い
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ

ネ
ス
が
噌
え
て
し
ま
っ
た
。

な
お
、
妓
近
は
、
企
業
の
取
り
組
み
が
社
会
的
事
業
と
呼
び
う
る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
、
未
解
決
の
社
会
問
題
に
取
り
組
む
と
い
う
内
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容
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
、
雇
用
問
題
に
取
り
組
む
、
特
に
、
労
働
市
場
に
お
い
て
不
利
な
立
場
に
あ
る
者
の
就
労
の
機
会
を
確

保
す
る
と
い
う
内
容
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
労
働
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
取
り
組
み
と
い
う
経
営
感
覚
も
大
事
だ
と
思
う
。

（
配
×
幻
）

第
三
は
、
こ
れ
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
固
有
の
問
題
点
で
は
な
い
の
だ
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
と
い
う
考
え

方
へ
の
理
解
の
不
足
が
あ
る
。
一
九
○
年
代
以
降
、
そ
れ
ま
で
の
桶
祉
国
家
の
理
念
は
、
新
自
山
主
義
の
市
場
経
済
至
上
主
義
の
影
響
も

受
け
て
、
福
祉
か
ら
労
働
へ
と
大
き
く
舵
を
切
っ
た
。
母
子
家
庭
へ
の
保
護
の
打
ち
切
り
、
障
害
者
へ
の
福
祉
の
打
ち
切
り
な
ど
は
、
棉

祉
関
連
の
国
家
財
政
の
破
綻
か
ら
の
脱
出
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
だ
け
で
な
く
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
を
社
会
に
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
す

る
と
い
う
プ
ラ
ス
而
も
持
っ
て
い
た
。
高
齢
者
、
障
害
者
を
は
じ
め
と
し
て
、
社
会
の
周
縁
に
追
い
や
ら
れ
、
福
祉
の
網
の
目
に
辛
う
じ

て
引
っ
か
か
っ
て
い
た
人
々
に
と
っ
て
は
、
自
分
が
働
く
こ
と
で
、
福
祉
の
対
象
者
と
い
う
惨
め
な
立
場
か
ら
納
税
者
と
い
う
輝
か
し
い

立
場
に
移
行
す
る
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
の
社
会
で
は
、
社
会
福
祉
の
基
礎
構
造
改
革
で
生
じ
た
の
は
、
労

（
麺
）

勘
の
再
建
抜
き
の
福
祉
の
切
捨
て
で
あ
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
は
不
活
発
で
あ
っ
た
。
企
業
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
は
踊
っ
た
が
、
実
体
が
伴
っ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
二
○
○
八
年
一
○
月
の
シ
ョ
ッ
ク
が
襲
い
掛
か
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
起
こ
っ
た
大
規
模
な
「
派
遣
切

り
」
は
、
日
本
の
企
業
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
が
い
か
ほ
ど
貧
困
な
も
の
で
あ
る
の
か
を
白
日
の
下
に
さ
ら
し
た
。

二
○
○
八
年
年
末
の
派
遣
村
騒
ぎ
は
、
社
会
的
課
題
に
対
す
る
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
と
も
な
う
新
し
い
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
が

こ
こ
に
成
立
し
う
る
可
能
性
を
示
し
た
が
、
リ
ー
ダ
ー
は
、
小
さ
な
成
功
に
満
足
し
て
、
自
身
が
社
会
的
な
名
士
に
な
る
道
を
選
ん
だ
。

た
と
え
ば
湯
浅
誠
は
、
そ
の
著
作
が
書
店
に
溢
れ
、
政
府
の
審
議
会
委
員
等
に
征
命
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
失
業
ホ
ー
ム
レ
ス
の
再

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
．
ハ
ク
ト
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
（
江
橋
）

一一一一一一
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三
四

こ
う
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
弱
さ
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
当
一
事
者
の
意
見
を
聞
き
、
参
画
を
求

め
る
こ
と
の
弱
さ
に
も
現
れ
て
く
る
。
た
し
か
に
、
い
く
つ
か
の
優
れ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
は
、
障
害
者
、
高
齢
者
、

子
ど
も
な
ど
の
経
営
へ
の
参
画
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
ま
だ
足
り
な
い
。

当
事
者
参
画
型
の
、
つ
ま
り
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
型
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
が
進
ん
で
い
る
領
域
と
い
う
と
、

も
う
十
年
以
上
も
女
性
の
起
業
支
援
と
い
う
国
や
自
治
体
の
施
策
が
展
開
さ
れ
て
き
た
女
性
の
起
業
が
注
目
さ
れ
る
。
今
日
、
私
た
ち
は
、

内
閣
府
が
二
○
○
四
年
か
ら
二
○
○
六
年
に
か
け
て
展
開
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
策
で
実
施
し
た
女
性
の
起
業
の
紹
介
サ
イ
ト
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
・
サ
イ
ト
」
と
、
厚
労
省
の
委
託
事
業
で
行
わ
れ
た
「
わ
た
し
と
起
業
／
Ｃ
Ｏ
２
（
そ
の
後
予
算
が
な
く
な
り
、
更
新
さ
れ
な
く

な
っ
た
）
に
よ
っ
て
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
者
の
場
合
は
、
女
性
の
生
き
が
い
の
発
見
に
力
点
が
あ
っ
て
、
起
業
の
経
営
的
な
成
り
立
ち
に
関
し
て
は
明
か
で
な
い
。
多
く
の
事

例
が
経
営
的
に
成
功
し
て
は
い
な
そ
う
で
あ
る
。
一
方
、
後
者
の
場
合
は
、
さ
す
が
に
経
営
的
に
軌
道
に
乗
っ
た
も
の
が
多
く
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の
「
マ
ザ
ー
ズ
オ
フ
ィ
ス
」
、
靴
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
「
プ
ッ
ト
ク
リ
エ
イ
ト
」
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
サ
プ

リ
メ
ン
ト
の
「
ナ
キ
ュ
ァ
」
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
「
キ
ン
グ
１
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
、
ス
リ
ン
グ
の
「
北
極
し
ろ
く
ま
堂
」
、
訪
問
病
児
ケ

ア
の
「
マ
ザ
ー
ネ
ッ
ト
」
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
品
ネ
ッ
ト
販
売
の
「
ア
レ
ル
ギ
ー
ケ
ア
ヘ
ル
ス
」
な
ど
が
と
く
に
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
を
見
て
も
、
日
本
に
社
会
的
企
業
が
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
問
題
な
の
は
、
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
で
も
、
社
会

起
業
家
に
は
過
大
な
負
担
が
か
か
り
、
と
く
に
立
ち
上
げ
に
際
し
て
の
資
金
的
な
支
援
、
融
資
、
投
資
の
欠
落
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い

た
点
で
あ
る
。
成
功
事
例
の
陰
に
は
、
こ
の
た
め
に
失
敗
に
終
わ
っ
た
り
、
こ
じ
ん
ま
り
と
ま
と
ま
っ
て
し
ま
っ
た
多
く
の
試
み
が
あ
っ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
こ
う
し
た
成
功
事
例
の
う
ち
で
そ
う
い
う
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以
上
に
見
た
よ
う
に
、
日
本
の
社
会
に
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
う
え
で
の
弱
点
が
多
い
。
こ
れ
ら
を
整
理
し
て
、

社
会
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
温
床
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
切
に
望
ま
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状
は
、
そ
れ
で
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｃ
の
視
点
か
ら
見
る
と
ど
う
見
え
る
の
か
。
そ
の
点
の
理
解

に
は
、
日
本
に
お
け
る
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｃ
の
展
開
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ

ク
ト
の
新
展
開
』
、
「
企
業
の
社
会
的
責
任
経
営
」
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
見
え
て
き
た
の
は
、
要
す
る
に
、
企
業
が
人
権
、

労
働
基
準
、
環
境
、
腐
敗
防
止
に
取
り
組
む
と
い
う
基
本
理
念
は
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
を
い
か
に
具
体
化
し
て
ゆ
く
の
か
と
い
う
視
点

は
な
お
弱
点
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
企
業
が
そ
の
社
会
的
責
任
経
営
を
社
会
に
向
け
て
ア
ピ
ー

ル
し
、
社
会
問
題
の
解
決
に
献
身
す
る
有
力
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
が
、
日
本
の
企
業
は
、
な
お
、
そ
れ
の
価
値
、
可
能
性
を
十
分
に
認
識
で

き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
日
本
の
多
く
の
企
業
に
と
っ
て
、
な

お
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
言
え
る
。

観
点
を
持
っ
て
い
る
の
は
半
ば
で
あ
ろ
う
か
。

（
７
）
 

（
１
）
経
済
同
友
会
『
第
一
五
回
企
業
白
脅
「
市
場
の
進
化
」
と
社
会
的
責
任
経
営
ｌ
企
業
の
信
頼
構
築
と
持
続
的
な
価
値
創
造
に
向
け
て
ｌ
』
二
○
○
三
年
、

鷺
ｇ
ミ
モ
三
三
・
。
○
菅
恵
一
ｂ
『
弓
｛
忌
日
ｇ
い
の
一
国
刀
の
。
－
９
ｓ
患
・
耳
目

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
（
江
橘
）

三
五

小

括
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（
７
）
谷
本
寛
治
・
府
木
宏
一
・
Ｓ
Ｉ
Ｊ
繍
耕
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
ー
想
い
が
社
会
を
変
え
る
」
Ｎ
Ｔ
Ｔ
川
版
、
二
○
○
七
年
。

（
８
）
斉
麟
机
『
社
会
起
業
顎
』
岩
波
祈
搬
、
二
○
○
四
年
。
渡
避
奈
々
『
チ
ェ
ン
ジ
メ
ー
カ
ー
社
会
起
業
家
が
世
の
中
を
変
え
る
』
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
○
○

五
年
。
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
ダ
ル
ニ
ル
、
マ
チ
ュ
ー
・
ル
ル
ー
箸
、
永
川
千
奈
訳
『
未
来
を
変
え
る
八
○
人
」
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
○
○
六
年
。
渡
遜
奈
々
『
社
会
起

業
家
と
い
う
仕
事
チ
ェ
ン
ジ
メ
ー
カ
ー
Ⅱ
』
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
○
○
七
年
。
塚
本
一
郎
、
山
岸
秀
雄
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
社
会
貢
献
を

ビ
ジ
ネ
ス
に
す
る
」
丸
善
株
式
会
社
、
二
○
○
八
年
。
ペ
ン
・
コ
ー
エ
ン
、
マ
ル
・
ワ
ー
ウ
ィ
ッ
ク
箸
、
斉
纏
航
、
赤
羽
誠
訳
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
入

門
ｌ
「
社
会
起
業
で
徹
ぐ
」
新
し
い
働
き
方
の
ル
ー
ル
』
日
緩
Ⅱ
Ｐ
社
、
二
○
○
九
年
。
渡
辺
孝
、
蛎
木
典
也
子
「
社
会
起
業
家
と
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｉ

搬
瞼
の
阿
際
的
系
識
と
側
水
の
那
趣
ｌ
」
内
側
府
級
済
社
会
総
合
研
究
所
、
二
○
○
九
年
。
ベ
ン
’
コ
ー
ェ
ン
、
マ
ル
・
ワ
ー
ヴ
ィ
ッ
ク
、
斎
聴
柵
、
赤
羽
誠

訳
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
入
門
』
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
○
○
九
年
。

（
９
）
カ
ル
ロ
・
ポ
ル
ザ
ガ
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
フ
ル
ニ
箸
、
内
山
哲
肌
、
石
塚
秀
雄
、
柳
沢
敏
勝
訳
『
社
会
的
企
業
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
）
ｌ

臓
川
・
福
祉
の
胆
Ｕ
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
」
日
本
経
済
評
論
社
、
二
○
○
四
年

（
Ⅲ
）
Ｃ
・
Ｋ
・
プ
ラ
ハ
ラ
ー
ド
薪
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ト
，
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
訳
『
ネ
ク
ス
ト
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
英
治
川
版
、
二
○
○
通
年
。

（
Ⅲ
）
谷
本
寛
治
綱
藩
『
Ｓ
Ｒ
Ｉ
と
新
し
い
企
莱
・
金
融
Ｌ
東
洋
経
済
新
棚
社
、
二
○
○
七
年
。

（
⑫
）
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
箸
、
猪
熊
弘
子
訳
『
貧
困
の
な
い
世
界
を
則
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
新
し
い
溢
水
主
義
』
早
川
譜
房
、
二
○
○
八
年
。

（
旧
）
ニ
コ
ラ
ス
・
サ
リ
パ
ン
箸
、
東
方
雅
美
・
渡
部
典
子
訳
『
グ
ラ
ミ
ン
フ
ォ
ン
と
い
う
奇
跡
』
英
治
出
版
、
二
○
○
七
年
。

（
Ｕ
「
社
会
的
経
済
」
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
『
社
会
的
経
済
の
促
進
に
向
け
て
』
同
時
代
社
、
二
○
○
三
年
。

（
胆
）
炭
谷
茂
『
私
の
人
権
行
政
論
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
確
立
に
向
け
て
』
解
放
出
版
社
、
二
○
○
七
年
。

法
学
志
林
第
一
○
八
巻
第
一
号

一一一一ハ

（
２
）
海
外
事
業
活
動
関
連
協
議
会
『
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
時
代
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
轡
』
日
本
経
団
連
出
版
、
二
○
一
○
年
。
新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人
『
Ｃ
Ｓ
Ｒ

報
告
櫛
の
読
み
方
・
作
り
方
』
中
央
経
済
社
、
二
○
○
九
年
。

（
３
）
図
迎
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
江
橘
崇
編
著
『
グ
、
－
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
の
新
展
側
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
○
○
八
年
。
江
橋
崇

編
誹
『
企
業
の
社
会
的
逝
任
経
営
ｌ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
国
迦
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
の
可
能
性
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
○
○
九
年
。

（
４
）
デ
ー
ピ
ッ
ド
・
ボ
ー
ゲ
ル
、
村
上
美
智
子
、
川
村
勝
省
訳
『
企
業
の
社
会
的
武
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
の
徹
底
研
究
』
一
灯
舎
、
二
○
○
七
年
。

（
５
）
谷
本
寛
流
編
群
『
ソ
ー
シ
ル
ー
ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
・
社
会
的
企
業
の
台
頭
』
中
央
経
済
社
、
二
○
○
六
年
。

（
６
）
鈴
木
正
明
「
英
国
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
Ｉ
日
本
の
社
会
的
企
莱
育
成
へ
の
示
唆
を
探
る
Ｉ
」
日
本
政
策
金
融
公
庫
論
災
第
三
号
、
二
○

○
九
年
。
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本
論
文
は
、
二
○
○
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
「
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
の
課
題
１
束
ア
ジ
ア
に
お
け
る
実
践
的
意
義
を
中
心

に
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
羽
）
雑
誌
特
姫
「
期
待
高
ま
る
協
同
柵
織
金
慰
機
関
」
月
間
金
融
ジ
ャ
ー
ナ
ル
。
二
○
○
九
年
八
月
号
。

（
妬
）
炭
谷
茂
「
私
の
人
椛
行
政
論
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
確
立
に
向
け
て
』
解
放
出
版
社
、
二
○
○
七
年
。

（
汀
）
（
財
）
神
戸
都
市
問
題
研
究
所
『
社
会
的
包
摂
手
法
に
よ
る
地
域
の
再
生
」
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
委
託
研
究
報
告
書
○
七
○
八
、
二
○
○
九
年
。

（
犯
）
岩
田
正
美
「
社
会
的
排
除
参
加
の
欠
如
・
不
確
か
な
帰
隔
』
有
斐
閣
、
二
○
○
七
年
。

ｊ
〃
１

（
旧
）
雑
誌
特
巣
「
社
会
起
業
家
全
仕
事
」
月
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
一
一
○
○
九
年
四
月
一
一
日
特
大
号

（
旧
）
小
関
隆
志
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
非
営
利
組
織
融
資
シ
ス
テ
ム
ー
コ
ミ
ュ
ー
ー
テ
ィ
開
発
金
融
機
関
（
Ｃ
Ｄ
Ｆ
－
）
の
現
状
と
課
題
ｌ
」
明
治
大
学
経
営
学

研
究
所
経
営
論
染
几
三
巻
一
・
二
合
併
号
、
二
○
○
五
年
。

（
、
）
編
井
幸
男
編
菩
『
新
時
代
の
コ
ミ
ュ
ー
ー
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
○
○
六
年
。
中
川
雄
一
郎
「
社
会
的
企
業
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
』

大
月
書
店
、
二
○
○
七
年
。
塚
本
一
郎
・
柳
澤
敏
勝
・
山
岸
秀
雄
編
著
「
イ
ギ
リ
ス
非
営
利
セ
ク
タ
ー
の
挑
戦
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
政
府
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
○
○
七
年
。

（
別
）
古
腿
力
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
パ
ン
ク
ー
地
球
環
境
と
人
間
に
優
し
い
未
来
志
向
的
な
持
続
型
モ
デ
ル
ー
」
（
財
）
国

際
通
貨
研
究
所
ｚ
の
君
ｍ
｝
の
営
の
『
、
二
○
○
九
年
六
月
二
六
日
号
。

（
犯
）
藤
井
良
広
「
金
融
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ｌ
新
し
い
お
金
の
流
れ
を
作
る
』
岩
波
新
書
、
二
○
○
七
年
。

（
羽
）
憐
正
広
荊
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
す
す
め
」
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
○
○
八
年
。

（
汎
）
財
団
法
人
ト
ラ
ス
ト
六
○
編
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ァ
ィ
ナ
ン
ス
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
事
例
に
学
ぶ
〃
草
の
根
金
融
“
の
挑
戦
』
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、
二

／戸、グー、

１７１６ 
、＝〆、."

○
○
六
年
。

Ｌ 

Ｆ 
Ｏ 

谷
本
寛
治
編
著
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
・
社
会
的
企
業
の
台
頭
」
中
央
経
済
社
、
二
○
○
六
年

渡
辺
孝
、
露
木
真
也
子
「
社
会
起
業
家
と
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｉ
議
論
の
国
際
的
系
譜
と
日
本
の
課
題
ｌ
』
内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所
、
二
○
○

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
（
江
橋
）

七
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